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 先般実施しました当委員会の行政視察について、所感を添え下記のとおり報

告します。 
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１．日  時  令和７年５月２１日（水）～５月２２日（木） 

 

 

２．視 察 先  愛知県西尾市（５月２１日） 

愛知県一宮市（５月２２日） 

 

 

３．視 察 者  委 員 長  三 木 常 照 

        副委員長  冨 岡 浩 史 

委  員  干 場 志都恵  川 口 良 江 

  広 垣 栄 治  進 藤 裕 之 
  八 木   浩 
 

        議  長  白 石 多津子 

 

４．視察内容（詳細については別紙のとおり） 

 

『愛知県西尾市』 

○観光基本計画について 

 

①観光基本計画の概要について 

②観光に関する具体的な取組について 

③実施による効果や今後の課題について 

 



 『愛知県一宮市』 

○観光施策について 

 

①観光事業概要について 

②具体的事例について 

（商工会や観光協会との連携や取組） 

    ③課題や今後の方向性について 

 

５．所 感 

別紙のとおり 



愛知県西尾市（５月２１日） 

 

【視察内容】 

西尾市では、平成２３年４月に一色町、吉良町、幡豆町の旧幡豆郡３町と

合併し、たくさんの観光資源を有することとなった。その観光資源を戦略的

かつ効果的に施策を持ち、観光振興を図ることが重要だと考え、西尾市第１

次観光基本計画を平成２６年３月に作成した。その後、目まぐるしく変化す

る社会情勢や観光ニーズを的確に捉えるために西尾市第２次観光基本計画を

令和６年３月に作成した。 

西尾市第２次観光基本計画の基本理念として「また訪れたい、新たな深み

と広がりに出会うまち にしお」を掲げており、西尾市の特産品を味わった

後、「新たな深み」として特産品の作成工程を見学してもらうなど西尾市内

で周遊していただくことを目的としている。また、おもてなし条例という市

民の立場、行政の立場、事業者の立場でそれぞれの立場でおもてなしをする

といった理念条例が定めており、西尾市第２次観光基本計画の基本方針にも

「西尾市全体でおもてなし、みんなが満足できる受け入れ態勢を整える」と

掲げている。 

西尾市の特産品は抹茶、三河一色えびせんべい、一色産ウナギがあり、ど

れも特許庁の地域ブランド認定を受けている。その特産品の知名度アップや

消費拡大に向けて、毎年、親善友好都市や首都圏等全国各地で行われるイベ

ントへの出店や忠臣蔵の縁で兵庫県の赤穂市の物産展などにも出店してＰＲ

活動を行っている。また、モノ消費だけではなく、お茶の工場見学やえびせ

んべいの手焼き体験などコト消費といった体験や心に残るプログラムを実施

している。 

  観光に関する取組として１０ｍぐらいの十二張りの提灯が幻想的な世界を

作り出す三河一色大提灯祭りや乾地と福地の２チームに分かれ、巨大松明の

中から神木を取り出す速さを競う鳥羽の火祭りなどがある。また西尾マラソ

ンという愛知県で男女が公道を走れる唯一のフルマラソンがあり、エイドス

テーションでは特産品などが振舞われマラソンを楽しみながら西尾市の魅力

を知ってもらえるイベントを実施している。 

新たな取組としては、デジタルマーケティング事業を国の補助金を使用し

３年間限定で行っている。１年目で素材を集め動画を作成、２年目で動画も

作成しつつ、国内ツアーなどをすることで実際の創客を目標とし、３年目と

なる令和７年度は、海外に力を入れている。動画に関しては、長尺版、ショ

ート版、ＴｉｋＴｏｋなどの縦型の動画など約３０本の動画を作成し発信し

ている。また、動画時間についても２分４０秒や２４秒で作成し「にしお」

をイメージして作成している。今回の取組で市の観光協会のホームページア

クセス数が前年同時期の約５万７０００件から３３万超という形になった。 

デジタルプロモーションにも力をいれており、「ｎｉｓｉｏ－ｐｒ」、「ｎ

ｉｓｉｏ－ｔｒｉｐ」の２つのインスタグラムアカウントを民間に委託して

運営し、旬な情報や魅力的な情報を即時積極的に発信している。また、「ワ

クワク西尾創生コンテスト」という職員提案によって提案された事業を事業

化していくという制度の中で提案された取組として、「にしおイズム」とい



うインスタグラムのアカウントを民間に委託し運営している。こちらは、誰

かが投稿されたものを引用する形で発信をするといった手法を中心にしてお

り、「ローカルの目線で、ローカルの手で、ローカルを切り取る」をテーマ

に情報発信をしている。 

広域的な観光連携については、名鉄名古屋沿線沿いの自治体で構成された

Ｃｏ－ｍａｃｈｉ観光推進会議があり、今年については、タイや台湾などの

インバウンドに目線を向け、台湾に向けた広域的な動画やタイの現地の出店

などを計画している。また、蒲郡市、幸田町と西尾市で構成するロケの街広

域観光推進協議会があり、東京の主要な観光地をめぐるイギリスのロンドン

バスにラッピングをして、走らせながら各市の特産品を使ったアフタヌーン

ティーを味わうツアーのプロモーション行った。そのほかにも、西三河広域

観光推進協議会、ｇｏｇｏ三河湾協議会、三ヶ根山利用促進協議会など様々

な協議会があり広域な観光連携に取り組んでいる。 

 

【所感】 

西尾市は、山や海などの自然、歴史や文化、特産品など様々な観光資源を

有しており、魅力あふれるまちであることを実感した。特産品については知

名度アップや消費拡大に向けて、全国各地のイベントなどに出店する「モノ」

消費に取り組むだけではなく、工場見学や特産品を自分で製作する体験など

の「コト」消費にも力を入れていた。また、マラソンのエイドステーション

で特産品を振舞うなどスポーツと観光を組み合わせた取組なども実施してお

り参考になった。 

  新たな取組として国の補助金などを活用したデジタルマーケティング事業

については、動画の時間や動画の形式などを工夫して、多くの人に西尾市に

興味を持ってもらえるような取組を実施しており、西尾市の観光ホームペー

ジのアクセス数が大きく伸びるなどの成果も出ているということであった。

本市でも観光誘客の１つとして参考にしていきたい。 

  また、ＳＮＳでの活用についても、職員が観光について発信を行うアカウ

ントに加え、アカウント運営自体を民間に委託することで、観光客に素早く

情報を発信することができるなどの利点があり、本市でも参考にしていきた

い。 

今回、学んだ内容をもとに一つ一つの観光資源の磨き上げと新たな一面が

見えるような観光施策に取り組んでいきたい。 



愛知県一宮市（５月２２日） 

 

【視察内容】 

一宮市は、２０１５年６月にいちのみやフィルムコミッションを立ち上げ

映画やロケ地として受け入れを行っている。また、具体な取組内容としてロ

ケハン日程調整や同行、撮影当日の駐車場や宿泊の手配など、制作担当会社

がより良い環境で撮影に臨めるように尽力している。その結果として、「海

賊と呼ばれた男」、「オアシス」、「ＢＩＳＨＵ」など様々な映画のロケ地

となっている。 

一宮市を中心とした尾州産地は、産地全体で大きな工場のように分業、協

業体制が確立されているのが特徴で、特有の自然環境に恵まれていることか

ら日本一の毛織物産地として古くから発展している。また、イギリスのハダ

ースフィールド、イタリアのビエラと合わせて世界３大毛織物産地と言われ

ている。 

具体的な観光事業としては、一宮市及び尾州産地を全国にＰＲするととも

に関連するファッションイベント、アートイベントを同時に開催し、幅広い

世代をターゲットにした誘客を図ることで地場観光振興と地域の活性化に資

することを目的とした「ＢＩＳＹＵＦＥＳ」を開催している。今年について

は、東京ガールズコレクションとタッグを組み、ＢＩＳＹＵを使ったファッ

ションコンテスト新規デザイナー発掘プロジェクトの開催を予定しており、

ＢＩＳＹＵと有望なクリエイターの関係を構築することで将来のビジネスパ

ートナーとの連携やファッション産業の一端を担う人材の発掘、育成を図る

ことを目的としている。そのほかにも昭和３１年から織物に縁が深い織姫に

ちなみ、織物の神様への感謝と一宮の発展を願った一宮七夕まつりなども開

催している。 

食の特産品として一宮市観光協会でも尾張国の武将が嗜んだ和菓子を尾州

の和菓子と銘打ち売り出しており、一宮市観光協会のインスタグラムでも和

菓子を作成するような動画等を投稿しＰＲを行っております。 

一宮市では、一宮商工会議所とも連携してコスチュームタウンプロジェク

トを実施しており、繊維のまち一宮市とコスプレとの親和性に着目し、コス

プレの発祥の地として一宮市を広くアピールするとともに年間を通じた交流

人口増加を目指す取組となっている。また、地元の食文化であるモーニング

についても、全国に発信するため一宮商工会議所が中心となり、一宮モーニ

ングマップを作成するなどＰＲ活用に取り組んでいる。 

歴史的建造物としてはオリナス一宮という施設がある。こちらは、１０１

年前に夏目漱石の義兄弟である鈴木禎次が設計をして建設された後、旧名古

屋銀行一宮支店として使用されたいが、移転に伴い一宮市役所の分庁舎とし

て活用され、最終的には、市民の方々が使用できるホールとして改修を行っ

た。その際に織物から知られた都市で紡績繊維産業の一大中心地であった一

宮の歴史的・文化的遺産を未来に引き継ぐ施設であるため、多くの方々に親

しまれるようにと思いを込め名付けられている。 

 

 



【所感】 

一宮市は、映画やロケ、尾州の毛織物など一宮市ならではのものに力を入

れて、観光事業を行っていることを実感した。映画やロケ地の誘致のために

フィルムコミッションを立ち上げ、一宮市の魅力を映画などでＰＲするなど、

多数の人に一宮市の魅力が伝わるような取組が行われており、聖地巡礼で訪

れる方なども見込めることなど参考になった。 
具体的な観光の事業としてＢＩＳＨＵＦＥＳを開催しており、日本一の毛

織物産地である尾州産地を広く周知するため関連するファッションイベント

やアートイベントなどと併せて開催することで様々な年代の方を対象とした

取組を実施しており、１つのコンテンツで終わることなく複数の関連するコ

ンテンツを併せて大きなイベントにする工夫などを行っている。また、一宮

七夕まつりなどは、今年で７０周年を迎えることと、昭和が継続していれば

１００年になることを組み合わせ、昭和を懐かしむような雰囲気やレトロ感

を打ち出して行うなどとても参考になった。 
歴史建造物としては、１０１年前に建設されて以降、銀行から一宮市役所

の分庁舎として活用した後、市民の方々使用できるホールに改修したオリナ

ス一宮がある。オリナスの名前の由来でもある「織り成す」という名前に込

められた歴史的・文化的遺産を未来に引き継ぐ施設であり、多くの方々に親

しまるようにとの願いで活用されている。長岡京市でも多くの歴史的・文化

的な施設があるため今後の活用の方法などの参考にしていきたい。 
今回学んだ内容をもとに、本市の強みを生かし、関連するコンテンツを取

り入れるなど複合的な観光施策の実現に取り組んでいきたい。 


